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心身の健康“………………………………""………………“………… ①
からだの健康については約6%の学生が、

こころの健康については約13%の学生が不安を感じている
身体面では「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて64%
(2010年度「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて7.4%)、

精神面でIよ 「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて133%
(2010年度「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて143%)

心身の健康を維持する方法“……………………"………""… ""・ 鰊
心身の健康を保つためにはからだを動かすことが一番 !

心身の健康を維持するために心がけていることは「スポーツをする」「できるだけ歩く」など体を動

かすことに関連した回答が高い割合を示しています。

サ…クルやクラスでのハラスメント"""…“……………………… ⑭
サークルやクラスの集まりにおける「ハラスメン トだと思う」行動については、

「飲み会の場で飲酒を強要する」という回答が最も高い割合を示しています。
「気軽に異性の体に触れる。」(55.0%)「卑猥な発言に嫌な顔をした人をからかう。」(55.0%)と
いうセクシャル八ラスメントより、「飲み会の場で飲酒を強要する。」(643%)と いうアルコール

八ラスメントを問題だと考える人の割合が高くなつています。

交際相手 によるハ ラス メン ト……………………… "………………・ ⑮

交際相手とのやり取りにおける八ラスメントに対する問題意識について「相手

1のメールや電話の着信履歴を本人に無断でチェックする。」行動をハラスメン

卜だと考える人の割合が高くなつています。
「相手のメールや電話の着信履歴を本人に無断でチェックする。」(76.1%)に 、「いつ、だれと、
どこにいたのか」としヽつた行動を全て話してくれないと、相手を責める。」(65.5%)と いう
回答結果が続いています。相手から東縛されることに関して不快に感じることが多い傾向が

うかがえます。
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(2010年度「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて7.4彎る)、

精神面では「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて電懸1鐵 轟麟綱る
(2010年度「健康ではない」「あまり健康ではない」を合わせて14嵐鋼燿)
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第3章 調査結果の要約と特徴

心身の健康に関する意識では、学年によって差

が見られます。身体面で「健康である」は1年生

の61.7%に 対 して4年生では68.7%、 「あまり健康

でない」 と「健康ではない」の合計が1年生では

6.0%であるのに対し、4年生では4.9%と なってい

ます。入学問もない1年生は新 しい環境に慣れな

いことなどから、身体面で不安定な傾向にあるよ

うです。
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また精神面でも傾向は同様であり、「健康であ

る」は1年生の48.9%に 対 して4年生は56.5%。 ま

た「あまり健康でない」と「健康ではない」の合

計が1年生では12.4%で あるのに対し、4年生では

7.7%に とどまっています。このことから健康面、

精神面のいずれにおいても1年生の方が不安定に

なりがちであることがうかがえます。初年次より

充実した学生生活を送ることができるよう、学生

本人のみならず、教職員も常に気を配っていくこ

とが必要不可欠になっています。

自宅生と自宅外生の身体面、精神面での健康状

態における差異も見てみましよう。健康面につい

ては、自宅生では63.0%の学生が「健康である」

と回答しているのに対し、自宅外生では57.8%と

なっています。自宅外生は生活が不規則になった

り、外食の機会が増えて偏った食生活になったり

しがちなことが影響しているのではないでしよう

か。

一方精神面においては、「あまり健康でない」

「健康ではない」と回答した学生の合計が自宅生

では12.6%、 自宅外生では15.0%と 、通学形態に

よる差異は大きくないといえます。
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全体 (3,565人 )

政治経済学部 (270人 )

法学部 (ハ8人 )

文化構想学部 (318人 )

文学部 (274人 )

教育学部 (319人 )

商学部 (276人 )

理工学部 (6人 )

基幹理工学部 (201人 )

創造理工学部 (185人 )

先進理工学部 (199人 )

社会科学部 (188人 )

人間科学部 (184人 )

スポーツ科学部 (117人 )

国際教養学部 (165人 )

政治学研究科 (26人 )

経済学研究科 (22人 )

法学研究科 (10人 )

教育学研究科 (34人 )

文学研究科 (54人 )

商学研究科 (21人 )

基幹理工学研究科 (66人 )

創造理工学研究科 (68人 )

先進理工学研究科 (104人 )

人間科学研究科 (28人 )

社会科学研究科 (17人 )

アジア太平洋研究科 (21人 )

国際情報通信研究科 (28人 )

日本語教育研究科 (12人 )

情報生産システム研究科 (37人 )

スポーツ科学研究科 (32人 )

環境・エネルギー研究科 (10人 )

躊欝健康である ○ ほぼ健康である (∋ あまり健康ではない CD健康ではない
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所属箇所別

全体 (3,565人 )

政治経済学部 (270人 )

法学部 (268人 )

文化構想学部 (318人 )

文学部 (274人 )

教育学部 (319人 )

商学部 (276人 )

理工学部 (6人 )

基幹理工学部 (201人 )

創造理工学部 (185人 )

先進理工学部 (199人 )

社会科学部 (188人 )

人間科学部 (184人 )

スポーツ科学部 (117人 )

国際教養学部 (165人 )

政治学研究科 (26人 )

経済学研究科 (22人 )

法学研究科 (10人 )

教育学研究科 (34人 )

文学研究科 (54人 )

商学研究科 (21人 )

基幹理工学研究科 (66人 )

創造理工学研究科 (68人 )

先進理工学研究科 (104人 )

人間科学研究科 (28人 )

社会科学研究科 (17人 )

アジア太平洋研究科 (21人 )

国際情報通信研究科 (28人 )

日本語教育研究科 (12人 )

情報生産システム研究科 (37人 )

スポーツ科学研究科 (32人 )

環境・Iネルギー研究科 (10人 )
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サークルやクラスの集まりにおいてどのような

行動が「ハラスメントだと思う」かについて、全

体としては男女間で大きな傾向の相違は見られま

せんが、「気軽に異性の体に触れる」行動をハラ

スメントだと思う割合が男性では59.5%に 対 し、

女性では48.3%に 留まるなど、行動の内容によっ

てはハラスメントに対する捉え方に男女で若千の

相違がみられます。

また交際相手との付き合い方におけるハラスメ

ントに関する意識については、サークルやクラス

におけるハラスメントと同様、男女で大きな相違

はありませんでしたが「相手のメールや電話の着

信履歴を本人に無断でチェックする。」行動を不

快に思う割合が男性では76.2%,女性では76■ %と 、

共に最も多 くなっています。

(10,

(4

(%)

鯰皿相手のメールや電話の着信履歴を本人に無断でチェックする。

Eコ 相手の容姿や服装などについて自分の好みを押し付ける。

は炒 自分からのメールを受けてすぐに返信しないと、相手を責める。

mm 「いつ、だれと、どこにいたのか」といった行動を全て話してくれないと、相手を責める。

Eコ 自分の彼女 (彼氏)で あれば多少叩いても許される。

圏目相手の了解を得ずに深夜に家に押しかける。
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